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◆ 左京二条二坊十一坪の調査
一第2 S ９次・第２S ２－１６次・第２S ２－１０次

らした。以下、第2 8 9 次、第2 8 2 - 1 6 次、第2 8 2 - 1 0 次の順に

述べる。

２第２Ｂ９次調査

１はじめに

本年度は左京二条二坊十一坪に関わる調査を３ヶ所で

実施した。いずれも宅地造成にともなうもので、昨年度

におこなった十一坪東北部の調査（第2 7 9 次）ともども、

平城宮の東南に接するこの地域に急速におしよせつつあ

る宅地化の波に対応しての調査である。第2 7 9 次調在で

は正殿を中心とした．の字型配世をもつ建物群の存在を

推定しており、今年度の調査でもそれを裏付ける遺櫛の

発見が期待されていた。

第2 8 9 次調査では、十一坪北辺の門に関わる遺構を発

見し、第2 8 2 - 1 0 次調査では、坪東北角の区画施設に関す

る知見が得られた。また、坪北半西部で実施した第2 8 2 ‐

1 6 次調査では、第2 7 9 次調査で検出した正殿に付属する、

後殿と西脇殿に相当する建物の一部を検出し、十一坪１

町を占地した大規模施設の様相解りj に重要な知見をもた

調盃区の概要

調査区は左京二条二坊十一坪を東西に二分する地点を

含み、二条条間路南側溝にかかるように設定した。規模

は東西約1 3 ｍ× 南北約1 4 ｍの約1 8 2 ㎡であるが､ 東北隅部

分に近代以降の大きな撹乱があり、実質的には約1 5 0 , ｆ

であった。調査期間は１月８日～２ｊ１３日である。

基木屑序

十一坪内にあたる調査区南壁断而においては、表土

( 約１５ｃｍ) 、耕土（約2 0ｃｍ) 、床土（約3 0ｃｍ）の下に、

茶灰砂質土または灰褐砂質粘土の迩物包含届（約５ｃｍ

～１０ｃｍ) 、灰色粘質土または黒灰色粘質土の悠地胴（約

５～3 0 ｃｍ）があり、その下の地表下約9 0 c ｍ（標高約

6 0 . 3 ｍ）のところで黄灰色砂の地山を検出した。

検出遺構

検出した奈良時代の巡構は、道路１条、溝６条、門１

棟、掘立柱建物２棟などがあり、大きくＩ．Ⅱの２時期

に分けられる。

< １期〉奈良時代前半

S F 7 0 9 5 二条条間路。Ⅱ期まで存続。南端のみ検出ｏ

ＳＤ７１００二条条間路南側溝。Ⅱ期まで存続◎ 幅4 . 5 ｍ、

深さ0 . 7 ｍの素掘りの東西満。土府は大きく上屑・下屑に

分けられる。上層堆積土は上から順に灰褐粘質土、賠灰

粘質土で、下肘は灰色粘質土、灰褐砂質粘土、灰色粘質

土、賠灰粘質土、灰色砂、砂・炭混灰色粘質土である。

S D 7 2 g O素掘りの東西満。Ａ、Ｂの２小期に分けられ

る。SD7290Aは111冊0 . 4ｍ、深さ0 . 5ｍ・調査区西端のみで

検出し、大部分はS D7 2 9 0 Bと重なっているが、本来は洲
在区を東西に没流していたと思われる。
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図６０遺構変遷図

SD72951I 1SB7300に続く築地の南雨落溝。Ａ、Ｂの２
小期に分けられる。SD7295Aは調査区を東西に貫流して
おり、調査区中央部分では|陥約45cm、現存長約4. 0ｍの木
樋を設けているが、それ以外は幅約0. 6ｍ、深さ約15ｃｍ
の素掘満である。木樋据付の状況を断1mで観察すると、
S B7291・SB7292の柱を抜き取った後に設置しているこ
とがわかる。木樋の四隅に沈下防I 上川の瓦を敷いており、
うち一点は軒平瓦6663Cbである。なお、築地北雨落祇は
検出されず、二条条間路南側溝SD7 1 0 0と兼用していた
と考えられる。

SD7295BはSD7295Aを北にずらして付け替えたもの。
後述する南北溝SD7296とはＴ字に接続し、これより1町で
は検出できなかった。削平された可能性もある。調査区
中央部では幅40ｃｍの木槌を設けている。北側板は現存
長約0. 8ｍであり、南側板はSD7295Aの木樋北側板をそ
のまま用いている。木樋以外の部分では幅0 . 4ｍ、深さ
1 5ｃｍの素掘流であるｏ

ＳＤ７２９６１脈0. 6ｍ、深さ30ｃｍの素掘溝。調査区を南北
に貧流し、南側緋SD7100に注ぐ。堆終段階でSD7295A
を切っており、SD7295BとＴ字に接続しているが、堆積
状況をみると、SD72 9 5Aが機能していた時期にはこれと
併存して十字に接続していた可能性がある。
南側櫛SD7100に注ぐ位慨で堰板を検出した。長さ１．４
ｍの東側のものだけが残る。十一坪の北面築地下を賠渠
で通していたと考えられる。

<その他の時期〉具体的な時期は不明である。
ＳＡ７２ｇ７十一坪北面築地廃絶後に設けられた東西の
柱列。（古尾谷知浩）
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SD7290Bは幅1. 6ｍ、深さ0. 6moSD7290Aとl j i l じく南
側櫛SD7100の南肩から約2. 0ｍの間隔をおいて流れる。
SD7290Aを拡幅して調査区西端で北折させたもの。土肘
は大きくＩ皇屑、Ｆ層に分けられる。上屑は人為的な埋土
で、上から順に明灰粘土混黒灰砂質粘土、明灰粘土混灰
色砂質粘土となっており、下屑は堆積土で、灰色砂質粘
土、黒灰粘質- 上、灰色粘質土、灰色粘上である。訓在区
西半では、堆下層に木屑を多く含む砂屑を検出した。
下肘から郡里制下の付札が川- ｔし、妓上１Wから奈良時
代初頭の土師器が出上しているので、比較的に短期間で
埋め戻されていることがわかる。十一坪内の排水を耐側
溝に流すために設けられた櫛と思われる。
ＳＢ７２ｇｌ・ＳＢ７２９２いずれも十一坪内の州立柱南北
棟建物で、桁行３間以上×梁間２間、柱間は７尺等間で
ある。東西にわずかにずらして建て替えているが、柱穴
の重複はなく、いずれが古いかは決められない。
< Ⅱ期〉奈良時代後半

ＳＢ７３００左京二条二坊十一坪の北に開く棟門。柱間
約3 . 9 ｍ（１３尺）。門の心の凶上方眼座標はＸ＝-
145, 761. 4, Ｙ＝- 17, 719. 2である。東西櫛SD7290Bを埋

め戻した後に築かれている。東側の柱穴では、掘形の
底に石の礎板、その上に木の礎板を２枚重ねて据え、
西側の柱穴では、底に木の礎板を２枚、次に布の礎板、
その上に木の礎板１枚を重ねて据えていることが確認
できた。

この門の存在から、この東西延長上、つまりS D7 2 9 0 B
を埋めた上に' 一一坪の北而築地が造られたことが想定で
きるが、積み土は削平されていて検Ⅲできなかった。

１〈

に

該電舞曽

望塗 bげエ

Ｉ
Ｈ
ｌ
硯
ｉ
Ｈ
ｊ
ｌ
ｌ
部
ｌ
ｌ
ｌ
Ｈ
Ｉ
ｌ
Ｈ！



含
い
い
）
・
い
一
・
い
（
）
一
℃

①
・
美
濃
国
片
県
郡
口
に

［
神
座

□
□

第
二
八
九
次
調
査
出
土
木
簡

一
一
条
条
間
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
七
一
○
○

［
郡
ヵ
］
［
倉
ヵ
］

③
．
□
□
□
□
口
郷
高
口
里
□

口
亀
元
年

②
頂
恥
国
畷
恥
醐
ヵ
］
□
口
郷
戸
主
□

⑤④
戸

口庸口戸白白
口米ロ髪口髪
口六ロ力部部
口斗ロ－ｎ大
カロ万
一□ Ｌ | 呂
口庸
口米
ロ六
口斗

俵

東
西
溝
Ｓ
Ｄ
七
二
九
○
Ｂ

［
等
ヵ
］

⑥
．
ｎ
Ｕ
食
三
升
右
二
領
人
口
充
□

．
付
大
伴
部
鳥
万
呂
廿
七
日
午
時
画
温
．
（
望
）
・
ぃ
易
一

⑦
山
背
国
相
楽
郡
□
口
里

掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
七
一
一
九
一
一
柱
穴

③
．
丹
波
国
多
紀
郡
宗
部
□

・
戸
主
和
永
部
黒
麻
呂
庸
、

（
一
い
い
）
。
（
一
い
）
Ｄ
Ｇ
Ｃ
い
む

含
争
い
）
。
（
一
つ
）
・
い
つ
、
一

（
一
○
酌
）
。
（
い
）
・
四
ｃ
ｍ
一

出土遺物

①木製品木製品はSD7290から棒状木器47, 板５，付
札状木器・曲物各２，杓子・竪櫛未製品各１，SD71 0 0
から棒状木器・曲物各３，人形・箆各１，SD72 9 6から
棒状木器８など合計75点が出土している。このうち、図
6 1はS D7 2 9 0出土の竪櫛未製品である。ヒノキの板材の
両面を丁寧に削った上、両側縁を挟りこみ、柄を作り出
す。ついで柄部と歯部を分ける沈線を両面に入れる。歯
の作り出しは表面のみ、ノミで沈線を削り込んだうえ、
沈線間を削る。また、先端側から鋸で沈線間を切削した
痕跡もみられる。このように歯をつけた後、仕上げに磨
きをかけたのだろう。（加藤真二）
②瓦博類瓦噂類は、表12の如く軒丸瓦11点､軒平瓦６
点などが出土した。遺構にともなうものは多くないが、
東西溝SD7295Aの木樋下に据えられていた平城宮軒瓦編
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年Ⅲ期の軒平瓦6663Cbは、木樋設置時期の上限（平城京
還都後）を示すものとして重要である。
③木簡木簡はSD7100から13点、SD7290Bから18点
( うち削屑１点) 、SB7292柱穴から１点の計32点が出土し
た。SD7100出土木簡の中には、郷里制下、恐らく神亀
元年（724）と見られる年紀をもつもの③がある。また、
庸米付札も見られ（④．⑤) 、第281次調査の二条条間路
北側溝SD7090出土木簡と共通する傾向がうかがえる。
SD7290B出土木簡には、時刻を記した文書木簡⑥のほ
か、郡里制（～霊岨３年［717] ）の地名表記を持つ山背
国の荷札⑦がみられ、伴出土器とともに、SD7290Bが短
期間で埋め戻されたことを示している。

まとめ

今回の調査で、左京二条二坊十一坪における北辺中央
付近の状況があきらかとなった。
奈良時代前半には十一坪北辺部に排水のためとみられ
る東西溝SD7290A．Ｂと、掘立柱建物SB7291・SB7292
がある。この時期の坪北辺区画施設についてはあきらか
でないが、SD7290A．Ｂが機能していた段階では、この南
側ではSB7291・SB7292との間が２ｍしかなくSD7290A．
Ｂを北雨落溝とする築地は想定できない。一方、この北側
も二条条間路南側溝SD7100との間に２ｍほどの空間しか
なく、またSD7290Bは北折してSD7100と合流しており、
北折部分に賠渠の痕跡もないので、この部分に築地は考
えにくい。またSD729 0Bは早い時期に埋め戻されている
が、その後の段階でもSB7291・SB7292の北妻と、奈良
時代後半に築かれた築地の南雨落溝SD7295Aとの間が６０
～70cmしかないことを考慮すると、SB7291・SB7292が
存在している間は､何らかの区凹施設があったとしても、
それが築地であったとは考えがたい。
奈良時代後半になると築地を造り、十一坪をほぼ二分す図６１第2 8 9 次調査出土竪櫛木製品実測図１：２
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る位置に棟門SB7300を設ける。築地には木樋暗渠を有する
南雨落瀧SD7295A．Ｂがともない、SD7295Aの木施設侭時
期は平城京還都（745年）以後と考えられる。また、南耐
落泳の水および十一坪内の排水を二条条間路南側溝SD7100
に排出するための南北溝SD7296があり、暗渠により北面築
地の下を通していたことも判明した。（古尾谷知浩）
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｡調査区の概要

調査地は左京二条二坊十一坪内の西側に位置する。第
279次調査において、正殿を中心として左右対称の配置を
とると推定した一連の建物群のうち、両半部の様相をあ
きらかにする目的で調査区を設定した。調査而積は253㎡、
調査は1998年３月11日に開始し４月３日に終了した。
基本層序

調査区の基本屑序は、上から耕土、床土、暗灰褐色砂
質土（遺物包含屑）と続き、その下に整地土脳である暗
灰色砂質土がある。遺構は、おおむねこの整地士屑の上
面で検出したが、調査区北側には整地土脳がなく、地I l I
である茶褐色砂層而で検出した。遺構面の標高は60 . 1～
60. 3ｍである。

検出遺構

検出した遺構は、掘立柱建物５棟、掘立柱塀６条、井
戸１基、溝１条、土坑１基である。遺構の切り合い関係
などからＡ期からＤ期まで４時期の変遷を推定できる。
〈Ａ期〉奈良時代以前

ＳＤ７３３１調査区西端にある幅0. 4ｍ、深さ0. 4ｍの素掘
りの南北溝。奈良時代の整地土屑の下にある。
〈Ｂ期〉奈良時代中頃（第279次調査所見のＤ期）
S B7 3 3 0調査区東南にある桁行３間以上×梁間２間の
掘立柱南北棟。柱間寸法は桁行・梁間ともに10尺。第279
次で確認した東脇殿SB6957に対応する西脇殿と考えられ
る。束庇をもつと思われるが調査区内では確認できない。
ＳＢ６９ｇ４第279次で検出した南庇をもつ掘立柱東西棟
建物SB6994西妻の柱列で、調査区北側で桁行１間ぶんを
検出した。柱間寸法は桁行11尺、梁間９尺、庇の出９尺
である。これによりSB6994は桁行15間の規模をもち、東
西両端間のみ11尺、それ以外の柱間は９尺等間で、桁行
総長1 3 9尺の長大な建物であったと考えられる。
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ＳＢ７３３２掘立柱東西棟建物。訓査区西端において東
妻の柱列を検出した。梁間は２間で柱間寸法は10尺。南
北棟になる可能性もあるが、後に規模を縮小しSB7333に
建て替えられたと考え、東西棟としておく。
〈Ｃ期〉奈良時代後半

ＳＢ７３３３調査区西端において東妻の柱列および東庇
を検出した掘立柱東西棟。桁行１間以上×梁間２間で、
柱間寸法は梁間・庇の出ともに7 . 5尺。

ＳＢ７３３５調査区南端にある桁行１間以上×梁間１間
の掘立柱南北棟。北と東にそれぞれ庇をもつが、隅には
庇がつかない。柱間寸法は桁行・梁間ともに10尺、庇の
出は７尺である。

S A 7 3 3 4 調査区北側にある掘立柱東西塀。柱問２間
ぶんを検出した。柱間寸法は７尺である。

ＳＡ７３３６調査区中央にある掘立柱東両塀。柱間寸法
は７尺。確認したのは柱間３間ぶんであり、うち２つの
柱穴で柱根が残る。調査区外に続くため未確認だが、西

Ｙ＝－１７．７５( 】

図６２第2 8 2 - 1 6 次調査遺構平面図１：２０Ｃ
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表１３第2 8 2 - 1 6 次調査出土瓦連類集計表

端で次に述べるS A73 3 7と接続すると考えられる。
S A 7 3 3 7 調査区西側にある掘立柱南北塀。柱間３間
ぶんを検出し、柱間寸法は７尺。北でS A7 3 3 6に接続す
るものと考えられるが調査区外のため確認できない。
ＳＥ７３４０調査区中央にある井戸。掘形は一辺５ｍの

方形を呈し、遺構面から約1. 7ｍの深さがある。掘形外縁
の北と南に東西方向の石列（人頭大）が一部残る。井戸
枠は抜き取られていて残存しない。
< Ｄ期＞奈良時代末期
ＳＡ７３３Ｂ調査区南側にある掘立柱東西塀。柱間６間
ぶんを検出した。柱間寸法は6 . 5尺。西から２本目の柱位
置で、次に述べる南北塀SA7339と接続する。
ＳＡ７３３９調査区南側にある掘立柱南北塀。２間ぶん
を検出した。柱間寸法は6. 5尺。北端で東西塀SA7338に
接続する。

S K 7 3 4 1調査区西端にある多量の土器を含む大土坑。
（西山和宏）

出土遺物

①ガラス増渦蓋（図63）１は、外面を斜格子タタキで調
整し、内而は平滑で期. 渦本体口縁の痕跡が残る。最大径
10 . 6ｃｍに復元でき、胎土には石英、長石などの砂粒を多
量に含む。また痕跡から復元される琳渦の内径は８ｃｍ
前後と推定される。包含層出土。２は、1967年平城宮東
南部の小子門周辺でおこなわれた第3 9次調査で出土して
いたものである。調整方法、胎土は今回出土例と同様で

一

、

〆 、

一一／１へ－－－ - 一一一２

図６３ガラス増渦蓋実測図１：３

あるが、内面の傾斜や斜格子叩きの格子の大きさに相違
が認められる｡簸大径１０．２ｃｍ◎包含層出土。
ガラスj : 11･渦に蓋がともなうことは、天武朝期の工房遺
跡である明日香村にある飛鳥池遺跡の発掘調査によって
はじめてあきらかになった（『藤原概報22』）が、それが
奈良時代にも存続することを確認した意義は大きい。形
態的には大差ないものの手法的には飛鳥池遺跡例が蓋部
の側縁を切り落とすのに対して、この２例は斜格子叩き
を残す点が異なる。この差異は時期差をあらわしている
ものとも推定され､今後資料の増加を待って検討したい。
なお、肥塚隆保氏（当研究所埋蔵文化財センター）の分析
によると、蓋内面に残るガラスはいずれも鉛ガラスである。

（川越俊一）

②土器・瓦嬉類奈良時代の土器はSE7340やSK7341な
どから出土しているが、小片ばかりで特筆すべきものは
ない。聡書土器は、SK7341から「口厨」「酒｣、SB7332
の柱抜取穴から「花寺」（図65）などの３点が出土した。
出土した瓦埠類は表13の通りである。軒瓦の多くは井
戸SE7340から出土した。第279次では施和瓦が大量に出
土したが、本調査区では軒丸瓦の小片（型式不明）が１
点出土したにすぎない。

まとめ

本調査では、第279次調査で検出した正殿にともなう
西脇殿SB7330と、東端を発見していた後殿SB6994の西
端部分を確認した（図6 4 ) 。注目すべきことに、この
SB6994の建物中軸線は条坊計画における中軸線とは合わ
ず、十一坪東西にある条坊道路側溝間の中軸線（ここで
は「坪心」とよぶ）と一致している。左右対称に配置さ
れた建物群もこの坪心に中軸線をあわせてたつとすれ
ば、正殿SB6950は桁行63尺（９尺×７間力）、後殿
SB6994と正殿の間にある東西棟SB6990は桁行66. 5尺
（9. 5尺×７間力）となる。なお、この坪心は東二坊坊間
東小路心から西へ220尺の位悩にあたる。十一坪に接す
る十二坪では、中央に四面庇の建物を配し、それを回廊
がとり囲むという特徴的な建物群が営まれる（奈良市教
委『平城京左京二条二坊十二坪一発掘調査概要一』1997）
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五
坪

が、その東西計画心も東小路心から西へ2 2 0尺であるこ
とがすでにわかっている。ただし、・' 一二坪では胸に接す
る束二坊坊間路が十一坪よりも狭くなっているため、こ
の建物群の中軸線は十二坪の坪心とは一致しない。さら
に、十二坪における建物群の中軸線は、条坊計I I I i i におけ
る中軸線とも一致せず、十一坪の坪心と一致しているの
である。十一、・・' 一二坪の関係については、すでに第279
次調査所見において、両坪出土の所川軒瓦などの様相が
酷似していることから、「いわば二卵性双生児のような」
密接な関連性のあったことを指摘している。本調査によ
ってあきらかになった建物中軸線の一致は、それをいっ
そう裏付けるものといえるだろう。（西山和宏）

図６５「花寺」墨書ナ器

二条条閣南小路

４第昌Ｂ巳- 1 0 次調査

調査Ⅸの概要

この調査は個人住宅建設と駐車場建設にともなうもの
で、南北に近接したそれぞれの対象地に分けて調査区を
設定した。ここではそれぞれ北区、南区と称する。調査
l l i i 積は150㎡で調査期間は10月22[ l から11月１２日。調査
地の現状は水川であり、遺存地荊では左京二条二坊十一
坪の東に迦じる東二坊坊間東小路と、北に通じる二条条
間路の交差する地点、およびその西南部分にあたる。調
査では各条坊道路の側櫛と、十一坪の敷地を区画する施
設に関わると考えられる識数条などを検出した。

基本屑序

洲査地の現地表の標高は61 . 0ｍであり、水田耕土、床
土の下に、部分的に籾砂、細牒を含む砂質土肘が３～４
肘、ほぼ水平に堆積している。遺櫛は地表下約8 0ｃｍで
検出した。地盤屑（地山）は妓上肘が60ｃｍ厚の黒褐色
粘上屑で、そのドに粗砂および砂屑が続く。
検出遺構

東二坊坊間束小路西側溝SD7115は上端幅2. 0ｍ、底部
幅1. 4ｍ，深さ約0. 7ｍの南北溝。撒底は、調査区の中で
は、北端から南端へ下がる、およそ1 0ｃｍの比高蕗のあ
る傾斜をなす。側撒の四両に約30～70ｃｍ間隔で、直径
５ｃｍほどの杭列S X72 7 9が続く。北区のなかほどで東西
渉SD7274が西側溝SD7115に流れ込む｡SD7274は幅0. 8ｍ、
深さは15ｃｍ･底部には直径20ｃｍ前後の浅いくぼみが連続し
ており、敷X i を抜き取った痕跡とも考えられる。両側瀧
SD7115の東側は束二坊坊間束小路SF7280の路面にあたる。
やや東に向かって高くなるが、舗装を施した形跡はない。
~貝条条間路南側満SD7100については櫛の南暦を検出したに
とどまる。溝の堆職土は西側溝SD7115と- . - 体となっている。
南北櫛SD7270は両側溝SD7115の西肩から1. 9～2. 0ｍの
間隔をおいて西にある、断面が箱形の南北溝で、北端は
I ｝I i に延びる東西溝SD7271に接続する。東西溝SD7274よ
りも古い。幅40～60ｃｍ，深さは25ｃｍほどあり、北区の
中で1 . 2ｍの間途切れている。この部分に向かっては、南
北から撒底が次第に浅くなっている。溝の中には南区で
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【第279次調査区】
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○
Ｘ＝- 1 4 5 . 7 8 0 回

5ｍ０Ａ 【南区｝

薄い板材が重なった状態で埋まっており、また平城宮土
器１期ないしⅡ期に属する時期の土師器片が多く出土し
た。東西溝SD7271も二条条間路南側溝SD7100の南肩か
ら約２ｍの位置にある。このL形に続く溝は、後述するよ
うに、坪を区画する施設と推定される。
南北溝SD7273は西側溝SD7115の西肩から3. 1～3. 6ｍの

間隔をおいた位椴にある。幅80～120ｃｍ，深さ約20ｃｍ・
北端は新しい時期の溝と重なっており、あきらかではな
い。この溝はS D7 1 1 5との間に想定される築地塀の西側
雨落溝と考えられる。なお、この築地塀想定位置には築
地の痕跡はなく、浅い不整形の土坑S K7 2 7 6があり、木
簡や木製品などが腐植質土とともに堆積していた。

S A7275は北区西辺にある南北方向の柱列で、SD7273、

SD7274よりも時期的に古い。3. 3ｍ間隔の三つの柱穴は
北で東に約3. 5度傾く方位を示す。この方位であれば、北
には続かない。

南区西端近くで掘立柱掘形を検出したが、位置的にみ
て、この西側の第2 7 9次調査（平成８年度）で確認した
建物群のうちＤ期とした時期の東西塀SA6977と一連のも
のと考えられる。SA6977は柱間10間、８尺等間の塀で
あったことになる。

出土遺物

①木簡木簡は東二坊坊間東小路西側溝SD7115から４１
点（うち削屑１点) 、土坑S K7 2 7 6から６点、東西溝

図６６第2 8 2 - 1 0 次調査遺構平面図１：２０Ｃ
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坊間路西辺の築地塀は、条坊道路西側櫛を東雨落溝とし、
基部幅２ｍ前後の規模をもち（奈文研『平城京左京三条
二坊』1975) 、今回の検出例に近似した状況をみせる。こ
の場合、２ｍのうちに築地本体とその両側の犬走り（濡
地）をとる必要がある。延喜木工寮式築垣条には、屋根
架椛部を除いた高さ１丈３尺から７尺までの築地幅と必
要工人数が記されているが、そのうち最低の高さ７尺の
場合、築地本径つまり築地本体の基底部幅は３尺とある。
これであれば、坐部幅２ｍの上に築地がたちうるかもし
れない。しかしこの例は坊の中央に通じる坊間路とはい
え、側櫛心々 間距離が６ｍの小路クラスの道路であり、
大路クラスの幅貝をもつ二条条間路に面する区画施設と
してはｲ 湘応な規模であることは否めない。その上、第
289次調査区の27ｍ西方でおこなった第281次調査区にお
いて、S D7 2 9 0 の延長位置に該当する溝は存在しないこ

とが確認されている（本詳56～64頁参照) 。十一坪の東
辺の南北溝SD7 2 7 0は北端で西に90度屈曲して東西瀧
S D7271となるが、この東西溝は位侭的にみて第289次調
査区のSD7290に連なるとみられる。坪の束辺に通じる条
坊道路は、側溝心心間距離がおよそ7. 1ｍの南北小路であり、
上述の左京三条二坊坊間路と同クラスといえるが、幅約２
ｍの帯状の空間は十一坪の北辺から同じ規模で連続してい
る。こうしたことから、SD7290およびSD7270は築地塀に
関わる満ではなく、坪の外周を区而するとともに、坪内
の排水に関連する施設と考えておきたい。

この２条の溝には平城宮土器１期ないしⅡ期の土師器
だけが出土したことを考えると、奈良時代のはじめのあ
る期間には、十一坪の周囲（の一部）は細い瀞によって
のみ凹されており、後に東西溝S D7 2 9 5および南北溝
S D7 2 7 3 を坪内側の雨落撒に、条坊道路側溝を外側の雨
落溝とする築地塀を坪の区画施設として造営する、とい
う過程を推定できる。その改作の時期が、第27 9次調査
で判明した．の字型大規模建物施設の造営される天平初
年であるとすれば、平城京遷都後2 0年ほどの間、この十
一坪は立体的な区両施設のない場所であったことにな
り、平城宮に隣接する坪として特殊な位個づけがなされ
ていた可能性も想定できる。ただし、第2 8 9次調査では、
この築地塀の南雨落溝は平城京還都（7 4 5年）以後につ
くられたとされており、築地塀造営の年代については、
なお検討の余地がある。（井上和人）

表１４第２B2 - 1 0次調査出土瓦箪類集計表

S D7 2 7 4から３点のほか、出土遺構不明のもの４点の、
計5 4点が出土した。主なものの釈文は別掲したが、
S D7 1 1 5のものでは、村を単位に貢納されたと思われる
賛の付札③が注目される。そのほか郡郷里制施行（717
年）以後の美濃国のおそらく脈米付札とみられるもの①、
播磨国の付札②がある。SK7276からは参河国④の、
S D7 2 7 4からは隠伎国の荷札⑤などが出土した。両者と
も郡郷里制以後のものである。

②木製品木製品は小路西側溝やその西側の築地塀廃絶
後に形成された土坑SK7276から出土した。雛形、琴柱、
横櫛、ヘアピン、鎌柄、曲物、杓子、糸巻、箸などのほ
か、数十点の諜木がある。

③瓦駕類瓦類の出土数量は表１４に示す通りである。軒
瓦については、型式のあきらかな37点のうち、西に隣接
する第279次調査区で出土した247点（型式の判明したの
は1 8 9点）と同型式のものは半数の1 8点であった。それ
以外のものの中には法華寺創建時の軒丸瓦6301Ａや法雄
寺阿弥陀浄土院所用軒平瓦6713Ａなどがあり、十一坪以
外の周辺の場所で使用されていたものが含まれていると
考えられる。

まとめ

本調査および第2 8 9次調査では、十一坪の外周を区凹
する施設に関わるいくつかの遺構を確認した。その中で
注目されるのは、奈良時代初期の区画施設が坪北辺では
東西溝SD7290A．Ｂ、東辺では南北櫛SD7270であり、い
ずれも周閉の条坊道路の側溝とは２ｍ前後の間隔をおい
て設定されていることである。先述のように第2 8 9次調
在では、このSD7 2 9 0の南側のさらに間隔をおいた位置
に同時期の東両溝はなく、しかもSD72 9 0の２ｍほど南
に同じ時期の南北棟の北妻がある。したがってS D7 2 9 0
を築地塀の北雨落溝とはみなしがたい。そうすると、
SD7290と二条条間路南側溝SD7100との間に築地塀を想
定しうるか否かということになる。

平城京内での確認例をみると、たとえば左京三条二坊
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